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令和４年度　森林づくり活動の貢献度可視化手法検証業務
提案書

　「令和４年度　森林づくり活動の貢献度可視化手法検証業務」の公募要領に記載された要件や個人情報保護方針、暴力団排除に関する誓約事項を了承した上で、下記の通り応募いたします。

記


· 提案書
· 応募者の概要がわかる資料（企業/団体/大学等のパンフレット等）






[bookmark: _Ref383429482]１．応募者の概要
	団体名＊
	
	代表者職名・氏名＊
	

	主たる事業所の
所在地＊
	〒


	担当者
連絡先＊
	氏名
	

	
	所属部署・
役職名
	

	
	電話番号
	

	
	E-MAIL
	

	現地調査の実施能力・体制＊
	※提案する業務を実施するにあたり、有している関連知識・知見、調査の実施体制、当該途上国の政府機関及び研究機関等とのネットワークについて記載してください。


	植林等の森づくり活動の経験やそれに関する調査の実施経験
等＊
	

	現に実施している公的・自己資金による類似の研究開発
　
	※現に実施あるいは応募している公的・自己資金による類似の研究開発がある場合には、その制度、研究開発テーマ及び内容を説明してください。また、本業務と類似する場合、明確に区別できることを説明してください。


	財務状況＊
	
	直近確定期
	左の前期
	左の前期

	
	売　上　高
	
	
	

	
	当期純利益
	
	
	


· ＊印が付いている項目は、必須項目です。

別添様式1
提案書

		申請団体名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
２．業務の概要　（＊印が付いている項目は、必須項目です。）

2.1　業務名＊　
※内容・対象等を踏まえて森林づくり活動の名称を記載してください（例：○○○○○の森林づくり活動の可視化業務、仮称でも可）。　

2.2　実施国・地域＊
※現時点で森林づくり活動の対象地を特定できている場合は、対象地の地図等を添付してください。

2.3　共同実施者・委託先＊
※業務実施にあたり、共同実施者・委託先がいる場合は、事業者・団体名、代表者職名・氏名、主たる所在地を記載してください。単独で実施される場合もその旨記載してください。

2.4　応募の背景＊
※本業務（森づくり活動の貢献度可視化）に応募することになった背景、応募者にとって本業務の必要性等を記載してください。

2.5　森林づくり活動の貢献度を可視化する指標（可視化指標）の選定
※現時点で、対象の森林づくり活動において、可視化する貢献度（二酸化炭素吸収、生物多様性、住民便益等）やそのための指標が特定できている場合は、それらを記載してください。また、本業務において、可視化する際に貢献できるモニタリング技術を試行する場合は、それも合わせて記載してください。

2.6　森林づくり活動の貢献度を高める植林技術やアプローチ
※現時点で、本業務において試行する予定の森林づくり活動の貢献度を高める植林技術やアプローチ等があれば、それらを記載してください。

2.77　業務で得られた成果の活用方針＊　
※本業務で得られた成果を、将来的にどのように活用していくか（ESG、CSR、クレジット販売、自社の技術の宣伝、寄付金募集等）を記載してください。


３．業務の実施計画　（＊印が付いている項目は、必須項目です。）

3.1　業務の方針と方法＊
※仕様書にある業務内容（１）～（５）に沿って記載ください。現地カウンターパート等、再委託先又は共同実施者が業務を行う場合は、それぞれの役割分担を明確に説明してください。また、現時点で、発注者に協力を求める業務内容が定まっている場合は、仕様書にある業務内容（１）～（５）について、どういった業務を発注者が行うこと想定しているかも記載してください。

3.2　調査スケジュール＊
※提案する業務をどのような手順で行い、どの程度の経費が必要であるか、スケジュールを月単位で以下のような一覧表にまとめてください。共同提案の場合、各社ごとに提案する業務の分担項目及び必要経費を分けて記入してください。

（例示）
令和4年度のスケジュール及び経費の概算
	内容
	2022年
	2023年
	費用
(万円)

	
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	

	1. 文献調査
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	2. 対象地の選定
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	3. 試験計画策定
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	4.　苗木生産
	
	

	

	
	
	
	
	
	
	
	

	5. 植栽
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	8. セミナー発表
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	9．報告書作成
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	





４．経費概算見積
※詳細な積算方法については、別紙「経費処理ガイドライン」を参照してください。人件費単価については、積算根拠を別添資料として添付してください。必要に応じて、別添のエクセルファイルを用いて作成して頂いても構いません。
単位：円
	経費区分
	費目
	細目
	単価
	数量
	単位
	金額（注3）
	備考

	I. 人件費
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	II. 直接経費
	
	

	
	賃金
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	謝金
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	旅費
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	消耗品費
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	印刷製本費
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	翻訳料
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	通訳料
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	使用料及び賃借料
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	資料購入費
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	調査用資機材費
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	傭人費
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	役務費
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	III. 一般管理費（注1）
	
	

	IV. 再委託費（注2）
	
	

	合計(I+II+III+IV)
	
	

	消費税及び地方消費税（10%）
	
	

	総計（税込）
	
	


（注1） 必要に応じて一般管理費（（人件費＋直接経費）の15%以内）の請求もできます
（注2） 再委託費は、(I+II+III+IV)合計金額の50％未満としてください。
（注3） I～IVの各項目の金額は、消費税を除いた額を記載してください。

５．契約に関する合意

　「○○　○○（代表者氏名）」は、本業務のテーマ「○○○○○の森林づくり活動の可視化業務」の契約に際して、国際緑化推進センターより提示された契約書（案）に記載された条件に基づいて契約することに異存がないことを確認した上で提案書を提出します。また、業務の実施においては、国際緑化推進センターが提示する経費処理ガイドラインに基づいて行います。


以上
